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Re’sume一

　　　Information　on　the　lnternet　has　the　characteristic　that　information　has　non－sequential　or

non－linear　relationships，　i．　e．，　links．　Many　discussions　on　the　lnternet　have　pointed　out　this

characteristic　of　its　information．　And　in　this　context．　Vannevar　Bush’s　memex　has　been　referred
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

to　as　the　WWW’s　conceptual　origin．　Moreover，　some　even　argue　that　the　lnternet　is　the

realization　of　memex．　However，　in　those　discussions，　the　reasons　are　not　presented．　ln　this

study，　the　characteristic　of　information　relationship　is　compared　with　the　non－sequential　and

non－linear　relationship　of　information，　i．　e．，　trail，　of　memex．　The　differences　of　structure　as　well

as　in　nature　of　the　information　relationship　between　WWW　and　memex　have　been　examined．

The　essential　differences　between　those　two　are　identified　as　a　result．
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インターネットにおける情報の関連性に関する考察

1．はじめに

A．目的
　インターネット上では，情報がリンク（link）に

よって結び付けられており，このリンクを利用す

ることによって，様々な情報にアクセスすること

が可能な状況になっている。このインターネット

に対しての注目が高まるにつれ，インターネット

に関して様々な議論がなされるようになってき

た。

　インターネット自体は，　コンピュータ・ネッ　ト

ワークのネットワークであり，あくまでもコン

ピュータの物理的な接続を意味する。このネット

ワーク上で動作する様々なアプリケーションを利

用することによって，他のコンピュータ上にある

情報を利用したり，他のユーザーに情報を提供し

たりすることなどが可能になる。本研究では，

様々なアプリケーションの中から，特にインター

ネット上で情報サービスのための特徴的なアプリ

ケーションの一つであるWorld　Wide　Web
（WWW）に注目する。

　WWWは，情報という観点から見た場合，情報

に非連続的，非線形的な関連性（relationship）を

もたせることが可能であるという非常に特徴的な

性質を持っている。情報の関連性とは，二つの事

項の間に何らかの関連，結びつきが存在すること

を言う。ここでは，WWW上で実現されている情

報の非連続的，非線形的な関連性とは，どのよう

な性質を持ち，どのような特徴があるのかを考察

してみたい。

　WWWを情報の関連性という観点から見た議

論の中では，ヴァーネバー・ブッシュ（Vannevar

Bush）のmemexl）は概念的な根源として触れら

れることが多い2）3）4）5）。

B．WWWとmemexをめぐる議論
　現在，WWWでは，　GUI（Graphical　User　In－

terface）を利用して，様々な情報源にアクセスで

きるだけでなく，ある情報源から別の情報源へ，

ある特定の項目から別の項目へ，と設定されてい

るリンクをたどっていくことが可能である。この

設定されたリンクをたどることは，非連続的，非

線形的な関連性をたどることである。

　WWWに関する議論の中で，　memexがその概

念的根源として触れられるのは，memexが，

WWWに見ることができるような，情報の非連

続的，非線形的な関連性を持つ最初のシステム構

想だからである。この非連続的，非線形的な関連

性は，memexではトレイル（trail）と呼ばれ，

WWWにおいては，この関連性がリンクと呼ば
れる。

　memexは，機械化された個人用ファイルと個

人用図書館である。memexは，個人が，あらゆる

情報を蓄積し，高速，かっ，柔軟に検索すること

ができるようになっている装置である。ブッシュ

は，一人の科学者では扱いきれない量へと増大し

た情報の処理を機械に代行させ，科学者が本来の

研究活動に専念することが可能な環境を作り出す

ことを考え，コンピュータ支援による人間の「知

の拡大・外部化」，「思考の拡張」を目指してい
た1）。

　このブッシュのアイディアは，コンピュータ，

情報検索，情報システムにも大きな影響を与えた

が6）7）8）9），その中でも特に今回注目をするのは，ハ

イパーテキスト（hypertext）への影響iである。ハ

イパーテキストがmemexの影響を受けているこ

とについては，多くのハイパーテキスト関連の論

文で触れられており6）10），Journal　of　the　A　meri－

can　Societ：〃b〃脈）rmation　Scienceでも，1989

年にハイパーテキストを特集し，ブッシュの

memexを大きく取り上げている11）。慶磨義塾大

学文学部図書館・情報学科の研究においても，情

報蓄積・検索システムを論じる際に，memexの

ハイパーテキストへの影響に関して触れてい
る12）。

　ハイパーテキストとは，相互に関連しあった

様々な情報や文書の中から適したものを自由に選

択することを可能にするもので，連続的，線形的

に表される従来の文書に対して，必ずしも連続

的，線形的には働かない人間の思考により近い非

連続的な記述を可能にするものであった13）。

memexとWWWの間に見られる非連続的，非
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線形的な関連性は，ハイパーテキストという言葉

によっても表すことが可能である。

　前述したmemexをWWWの概念的根源とし
て参照する議論の中で，さらに，WWWは，

memexの実現であると述べている研究者もい

る。例えば，WWWの開発者であるティム・バー

ナース・リー（Tim　Berners－Lee）が“今日，我々

は机の上にmemexを置いている”14）と述べてい

る。　シンプソン　（Rosemary　Simpson）らは，

“WWWとインターネットは，ブッシュのビジョ

ンを具体化した最も一般的な例である”15）と述べ

ている。また，歌田は，memexとトレイルは，

WWWとリンクであると述べている16）。

　しかし，これらの議論の中で，WWWが
memexの実現であるという具体的な根拠や，ど

ういつだ点がmemexの実現であるのか，という

点に関して充分な議論がなされているとは言えな

い。両者を結びつけるものが，情報の非連続的，

非線形的な関連性であるとするならば，WWW

を，前述した情報の関連性という観点から考察す

ることは非常に重要なことである。WWW上に

おける情報に関する議論の中で触れられている

memexを取り上げることは，　WWW上の情報の

関連性を検討するたあの重要な第一歩であると考

える。そこで，本研究ではブッシュがmemexの

コンセプトの中で述べたトレイルと，インター

ネットの中でも特に情報の関連性という概念が現

れているWWWにおけるリンクの概念を検討

し，memexとWWWの類似性，差異を検討する
ことを目的とする。

　しかし，memexとWWWの構造的な問題を
考えた場合，両者の間にはまったく異なるシステ

ム構造が存在する。そのために，両者の単純な比

較を行うことには意味がない。両者の持つ構造的

な差異をふまえた上で，検討を行わなければなら

ない。そこで，検討を行う際の問題として，まず，

両者の構造的な差を明確にし，その上で，情報の

関連性という観点から検討を行う。

II．構造に起因する差異

A．memexの構造
　memexは，個人用情報システム，つまり，ク

ローズドなシステムである。memexに蓄積：され

ている様々な情報や，新しく情報を加えることに

関しては，memexは所有者の一元的な管理を受

けている。その為に，蓄積された情報が突然消え

去るというようなことは起こらない。ある情報と

別の情報を関連づける動作は，memexの所有者

が行う。他人の作成したトレイルが，自分の

memexの中に突然存在することはありえない。

他人の作成したトレイルを自分のmemexに挿入

する際には，所有者の判断がなされている為，す

べてのトレイルは，所有者の管理下にあると言え

る。

B．WWWの構造
　インターネットは，世界中のすべてのコン

ピュータをつなぐコンピュータ・ネットワークの

ことである17）。WWWは，このインターネット上

での情報提供，検索を行うアプリケーションであ

る。WWWは，オープンなネットワークで提供さ

れるものであり，参加する人間は無限であると言

える。このネットワーク上では，全体の管理を行

う管理者は存在しない。多くの参加者の貢献に

よってネットワークが成り立っている為，その全

体像は誰にも把握することができない状態になっ

ている。WWW上での情報の作成と関連づけは

誰が行うことも可能である。そして，多くの人間

によってなされた情報の作成と関連づけをその他

の多くの参加者がたどることで，情報を再現させ

ているわけである。WWWでは，情報の関連づけ

を設定する人間とたどる人間は別の存在である。

　また，WWWは日々情報が生産され，消滅して

いるという動的な性質を持っている為，WWW

上の情報には永続性の保証は存在しない。つま

り，情報自体は，いつ移動されるか，いつ消滅す

るか分からない。また，同じ情報を全く別の機会

にも得ることができるとは限らないし，ある情報

にたどりつくのに毎回同じ経路を通るとも限らな

一　47　一



インターネットにおける情報の関連性に関する考察

い。つまり，WWWでは，情報自体の存在に関する

保証と，情報の再現に関する保証は存在しない。

C．構造に起因する差異

　両者の間に存在する構造的な差異をまとめる

と，memexが所有者の一元的な管理を受けるク

ローズドなシステムであるのに対し，WWWは

一元的な管理を行う者が存在せず，数多くの参加

者によって，変化し続けるオープンなシステムで

あると言える。この違いから，以下の二つの大き

な違いが現れる。第一に，情報の関連づけを設定

する者，たどる者に関する違いである。memex

では，関連づけを設定する者とたどる者はどちら

も所有者であり，同一であるが，WWWでは，参

加者が個々に情報の関連づけを行うため，設定す

る者とたどる者は別の存在である。第二に，情報

の永続性，再現性という問題である。memexで

は，情報自体が突然消滅することはなく，設定し

た関連づけは，意図的に解除しない限り維持され

る。過去利用した情報は，常に同じ情報からたど

ることが可能である。WWWでは，情報は常に変

化し続け，いつ消滅，移動，更新されるか分から

ず，前回利用した情報が同じ情報から再現される

とも限らない。

III．情報の関連性の性質

　今回の研究では，II章でに述べたmemexと

WWWの間にある構造的な差と構造に起因する

差を考慮した上で，情報の関連性の性質という観

点からトレイルとリンクを検討していく。

A．　トレイル

　memexのトレイルを，図で示したのが，図1

である。この図1に示す例では，二つのトレイル

が存在している。一方のトレイルは，「弓矢」とい

う名前が付けられており，「弓矢の起源」「弓矢の

特性」「英国の長弓」「トルコの短弓」「十字軍の戦

闘」という五つの情報が関連づけられている。も

う一方のトレイルは，「英国の長弓」「トルコの短

弓」「弓の材料の弾性」「物理の定数表」という四

つの情報が関連づけられ，「弾性」という名前がっ
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「弓矢」トレイル　　　　　　　　「弾性」トレイル

　　　　　　図1　トレイル

けられている。所有者が「弓矢」トレイルを選択

した場合，「弓矢」トレイルに関連づけられている

五つの情報がすべて検索されることになる。

　同じトレイルに関連づけられている事項同士の

関係は，個々の事項が直接的に関連づけられてい

る訳ではない為，「弓矢」，「弾性」というカテゴ

リーを付与することにも似ていると考えられる。

つまり，「弓矢の起源」「弓矢の特性」という二つ

の情報が直接的に関連づけられているというより

も，共に「弓矢」トレイルというグループに属し

ていると考えられる。すなわち，トレイルとは，

関連づけられた一連の事項のグループを意味して

いる。memexに蓄積された様々な情報は，特定

のグループに関連づけられており，そのグループ

内に存在する事柄を即座に選択できるようになっ

ている。

　利用者は，自由にトレイルを作成し，名前を付

けて保管することが可能である。memexにおい

て二つの事項を関連づけることは，事項と事項の

間に直接的な関連づけを行うのではなく，何らか

の名前を付けられたトレイルの一部に組み込むこ

とを意味している。これら関連づけられた事項同

士は，網目状に複雑に繋がりあうのではなく，カ

テゴリーに分類されてグループ化されることに類

似している。

B．　リンク

　次に，WWWにおけるリンクは，図2で示すよ

うに図示することが可能である。図2中，左上に

ある「ブッシュの論文」という情報は，「ブッシュ
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の意味があるという点から，二元的な構造を持っ

ているといえる。

図2　リンク

の経歴」「Douglas　EngelbartとNLS」「Ted

Nelsonとハイパーテキスト」「World　Wide

Web」という四つの情報にリンクが設定されてい

る。「ブッシュの論文」から「Ted　Nelsonとハイ

パーテキスト」，さらに「Ted　NelsonとXanadu

プロジェクト」というようにリンクをたどってい

くこと，つまり関連性をたどることが可能であ

る。しかし，この場合には「ブッシュの論文」と

「Ted　NelsonとXanaduプロジェクト」　という

二つの情報の間には，直接的な関連性は存在しな

い。図2からリンクとは，二つの事項の間を関連

づけるだけであることが明らかである。

　さらに，リンクにかかわる行為には，設定する

行為とたどる行為があり，これらの行為はまった

く別のことである。リンクを設定することは，その

リンクが実体として残る行為であるが，リンクを

たどることは，そのとき一度限りの行為である。

　例えば，図2の中で，「ブッシュの論文」から

「Ted　Nelsonとハイパーテキスト」，「Ted

NelsonとXanaduフ．ロジェクト」へとリンクを

たどったが，その行為は，既に設定されているリ

ンクをたどる行為である。ここでたどられたリン

ク自体は，全く別の時に既に設定されたものであ

る。リンクをたどる行為は，設定する行為とは，

関係のない独立した行為である。単にリンクと

いった場合には，どちらの行為を指しているのか

明確ではない。したがって，リンクには，リンク

を設定することとリンクをたどることという二つ

C．WWW上のトレイル的存在

　WWW上でのリンクをたどる行為に注目した

場合，リンクをたどる行為を記録し，保管すれば

トレイルと言えるのではないかという疑問が生じ

る。しかし，実際にリンクをたどる行為を考えて

みた場合，リンクに係わる行為のうち，設定する

行為，もしくは，たどる行為のうちどちらか一方

の行為を行っているにすぎないため，必ずしもト

レイル的な利用をしている訳ではない。例えば，

WWW上でリンクをたどる場合，途中で経過し

たリンク，つまり通過した経路にかかわりなく，

最終的に求める情報が得られればよい，という場

合が考えられる。この場合，リンクをたどった結

果，求める情報がえられれば，どういつだリンク

を経て到達しようが全く関係ない。つまり，この

ようなリンクに係わる行為は，トレイルとは関係

がない。

　ただし，途中で経過したリンク，つまりリンク

をたどる際途中で経由した情報を記録し，まとあ

て保管した場合には，トレイル的な利用を行った

と言える。トレイル的な利用も可能ではあるが，

リンクをたどる行為が必ずしもいつもトレイル的

な働きをしている訳ではない。

　リンクを作成する行為は，様々な情報の中から

特定の情報を選び出して，関連づけを行う行為で

ある。情報を関連づけるリンクは，基本的には二

つの事項を関連付けるだけで，これはトレイルで

あるとは言えない。しかし，先ほどのように様々

なリンクをたどった結果として，自分にとって関

心のあるリンク先を集めて，リンク集を作った場

合，これらのリンク集は，最もトレイルに類似し

ているため，この行為はトレイルを作成する行為

とほぼ同じと考えられる。

　ブッシュは，膨大な記録の中から有益なトレイ

ルを作成する専門職の可能性について触れていた

が，このような専門職は，WWW上でカテゴリー

分けを行うディレクトリサービス，特定のテーマ

に関するリンク集を作成することに対応している
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IV．結

インターネットにおける情報の関連性に関する考察

論

　WWWを，その概念的根源と言われている
memexと，情報の関連性という観点から比較分

析を行った。考察の結果，両者共に，非連続的，

非線形的な情報の関連性が存在しているが，その

情報の関連性に関して，以下の二点の明白な違い

を示すことができた。まず第一に，トレイルの関

連性がグループ化，カテゴリー化に類似している

のに対し，WWW上のリンクは，二つの情報を単

純に関連づけているだけである。第二に，WWW

に見られる情報の関連性とmemexに見られる情

報の関連性は，異なるものであるということであ

る。つまり，memexでは，情報は所有者のみに

よって管理されるのに対し，WWW上の情報を

関連性という観点から見た場合，設定する行為と

たどる行為が異なる次元の行為であるという二元

性が存在するといえよう。

　情報の関連性から見た場合，WWWは，
memexの概念を根源に持っていながらも，

memexの実現であるとは単純に言うことはでき

ない。むしろ，memexという形で考え出された

非連続的，非線形的な情報の関連性をもとに，

様々な目的に利用可能な新しいシステムとして生

み出されたと見た方がよい。

　今回の考察は，WWWを情報の関連性という

視点で単純化して行った。実際にWWW上に存

在しているリンクは，ある意図，目的をもって設

定されているはずであるが，今回の調査ではこの

ような意図，目的というのは検討の対象に入れな

かった。WWW上で既に設定されているリンク

の調査は，設定者の持った意図，目的を，たどる

者が分析することである。リンクに関する行為の

二元性を認識し，実際に存在しているリンクを

個々に収集し，結びつき方を分析することで，リ

ンク自体の持つ意図，目的といった性質が明らか

になると考えられる。
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